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東亜天文協會観測部月報

　　　　　　　　　　黄道光課報告
　　　　　　　　　　　　課長　　荒木健児

　宥西天の黄道光は，先づ三月置で馬四刀になるとあまり槻測されない例になって

みる．八刀號に轟井君が書いて居られるやうに，今年の西天は比較的早く淡くなった・

四月に入るとICはかに淡くなるのでは白してなく，この頃襯測記録の少いのは，むし

ろ双子から牡牛あたりの銀河のためである．銀河の妨書は實に苦しいこ．とで，槻測者

を非常に不愉快にさせるが，どうすることも出來ない．曉の東天はまだ見にくく，四，

五，六月は観測のかなり困難な時である・七月の訓解は一個も集まらない・

　1．観測者及び観測妙
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　5．四月一日の黄蓮光

　上の襯測日の一女表で明であうが，この日四人が同じゃうに襯黙してみる．稿細君の

時刻が少）・涯）・が，他の三人殆んど同時刻である・光矧蚤い金星がプレヤデスのすぐ

下にある．佐野君は外形を廣く，福井君は狭く槻愉してるるのは槻測地のためであら

う．一般に，北方は黄道に並行，或はそれに近く，下保君と私との襯測はよく似てみ

る．明るさが弱いために．消長や墾動は明でない，

　4．佐野君の東天の観測

　上記の多くの槻測の中に，佐野君の東天の襯測が二個ある・二日及び三日のもので，

曉4時乃至4時30分に襯測されてるる・勿論淡いが，非常に珍し）・記録である・珍しい

出現の頃は頂黒占の北偏が著し）・例であるが，同君も5。或は6。と槻測して捨られる・外

形は，やはり，北方（師ち左方）が黄道と並行してみる．

　5．橋本君の院長及び墜動の観測

　五月にも面白》・攣化を見て居られるが，四月の六回の享観測で，毎回詳細な壁化を証

録されてみる．銀河に近く，且7雲の往來しげく，そのため不充分なのは痩念であるが，

全形の移動及び中心線の移動は明に観測さオしてみる．叉，色が黄，黄白，自，青白と

日々攣化が見られてるるのは空夢の状態の攣化のためであらう。九日には刀令：〕・3の

刀を黄道光の中央において観測されてるることは注目に億すると思ふ地李線に極め

て近くまで外形をスケッチして居られることは，理想的襯測地を雄辮に物語ってみ

る．

　6．北海道の観測

　黄道光の全形が次第に北によるといふことを，金星と戦ひつX，面白く襯測して居

られる下保君は，あの御熱心kC：もかNはらず，五刀以來を休まれた．黄道光がむやみ

と淡くて，北國ではとても認められないのであらうと思は才しる．四日は佐野君と殆ん

ど同時槻測になってみるがパその外形に似たところを認めにく）・・遠方のために時刻

に無理があるのと，淡いために等差が入り易）・ためであらう．

　7．五月の黄道光

　淺野君は時刻をやN輝く，撃茎占を木星近くまで槻測せられ，佐野君は木星より20。

以上も上方まで槻測せられ，坂元君も木星を含めて居られる・明るさもかなりであり，

とにかく比較的明るかったらしい．この頃太陽黒黒占の活動は至ってしっかであったの

である．坂元君は下旬まで引つx“き美しいBandを槻測され，そのBandの方々に空

の閉る）・部分をスケッチに加へて居られる・月末になるに從って，黄道光の底部の幅

とBandの幅とが廣くなり，29日にはバンドの幅が10。に達してみる・

　8．蔓遣で見える黄：道光



402 東亜天時脇曾観測部月報

　田端君の濁舞塁で，内地で見えるものとは鯨程趣を異にしてみる．事毎に珍獣に接

することはよろこばしい・とにかく非常にハツキリ見えるらしく，いつも外形が正確

に取ってある・四月下旬の黄道光が駅者座の銀河の3倍の明るさを示してみるのだか

ら驚く・そして，離角の値も非常に大きく，木星さへも見下して，116。と出されてみ

る．清長や攣動も充分槻測されてるる・色は青がかったり，黄がかったりしで見えて

みる．内地の多くの概測者が夏眠期の黄道光をなげいてみる六月にさへ，明る）・，攣

化に富んだ出現を報皆されてるる．

　9．封日照の観測者と観測日
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　10．四月一日の同時観測

　下保，佐野二君の間に計劃された同時襯測は成功してみる・札幌ではさすがに淡く

襯測されてるるのと，佐野君は西方に光帯をとって居られるのとの相違はあるが，南

北の方向にやN明瞭に見られたことNe全艦の形が一致してみること＆が面白い，封

日照の位置は，下保君の方が少し東にとって居られる・中心黙の位置も3。東になって

みる．

　1L四月の封日照の形

　L大きくて，少し細長い「とバ1ナ1ドも言ってみるが，三山の襯測は殆んどそれに

近い・佐野君は二日と四日に，曉の観測をして居ら才しるが，形には別段攣化1まみとめ

ら才しず，東西雨脚に黄道光箒が加へられてるる・坂元君は申心黒占を北の方に観測され

てるる・一って全膣として黄道より北につれてみるわけである．

　12．五月の射日照の概略

　五～ヨは封日照が淡くなり，位置も南天に低く，すぐ東に銀河を控え，潮測者の苦心

が伺は才しる．坂元君は西方に弱いバンドを認められた・東方は？である．

　13．七月の装拍照について

　六月は銀河のため全くみとめられないが，銀河を西に遽けた七月下旬，土星の附近
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
に中心黒血持つ淡い封日照が佐野君によって応唱された．光帯はとられてるな）・が，

恐らく問題にし得ないのであらう．空が悪かったのは不幸とするところであるが，形

は制管物に近いと考“＼ら才しる・

　　　　　　　　　　　　黄道光のメムバ1よリ

　前略　石山の責道光會議でも佐々木氏他二三の方から黄道光，封日照の理

論に封ずる諸説をまとめて天界誌上に爽表してもらい度いと云ふ事でしたが
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私も希望致します．先日小山さんへも左様申上げておきましたが，先生へも

載せていたS’く様御願ひ申します・

　抵て，黄道光のスペクトルが点燈太陽のスペクトルと同檬のものとしまし

たら，其赤の側だけを用ぴまして室の最も澄んだ時或は高山等で普通の日に

太陽の紅焔を撮影する様な工合に，太陽附近を廣角爲眞にて撮りましたら回

腸附近の黄道光の形が判明しはしないかと考へられます．室が一様に青く澄

んでゐますと撮れ易V・かも知れませんが，忌中塵埃のために太陽附近は自色

光に近いですから恐らく既撮影は困難な事と思v・ます．参考のため青室のス

ペク5ルに就き御存じの節は御教高下さいませんか．

　又，射日照の問題ですが此が若し地球の大氣圏内にあるとしましたなら，

太陽の正反二二は地球の蔭になり噌くならねばなりませんから，私はどうも

遙かに遠方にあるのではなからうかと考へてるます．封日照が土星の輪見た

いに大罷一定の位置に起る現象か，それとも春霞みた様に室間に横がつてみ

る物質か，未だ分ってるない事と思いますが，假りに大田一定の揚所，例へ

ぱ月忌の位置にあるとしましたら，明るい窮眞機を使ひまして太陽の反封黙

附近を封日照の充分罵る位長時間撮影致しますれば，其中心に地球の蔭影が

かすかに現れる筈と考へられます．若し何もあらはれすに中心に至る温光が

強いと云ふ事が確められましたら地球よりすっと離れて火星，木星の間位に

擾ってみる微遊星とするか，或は太陽系三二に黄道面に滑ひ二ってるる微小

物質とするの他ないと思います．帥ち封日照の中心に暗黒部が簡胆に認めら

れるかどうかは封日照の距離の推定に大きなヒントを與へるものと想像され

ますから，此方面にも花山のエルノスタ1君が活躍する事を期待致します．

私も手製の赤道儀がうまく行きますれば試みて見たいと思ってゐます．何分

にも相手がエタイの知れぬ薄光の事故，こちらも思ふ様に正心は捕へ得ない

と思はれます．目出度く捕へる事が出島ますれば，オナグサミです．で今後

私のやり遇いと思いますのは流星虚弱と流星撮影，流星のスペクトル撮影，

黄道光のスペクトル，黄道光の爲萸による光度攣化の測定，封日熈撮影（封日

照のスペクトルは鯨程困難な事と思はれます），太陽附近の黄道光撮影（此は

太陽の皆既蝕が絶好のチャンスです．広角二二にて三十秒もかけましたら篇
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りはしないかと思voます．）普通の日にコロナ観測法．

　大艦上の様な，素人の手もつけられない難問難を特に選んでゐます．タハゴ

ト見度いな事を考へてるると御笑いになる事と思います．然し出來もしない

事を室温にふけってゐますと面白いです．

　今，流星の経路中に於ける光度二化の統計をとってゐます・これに依って

流星径路中の光度攣化を観測すれば直ぐ大鎧の高さが推定され．ると云ふ結論

を引張り出さうとしてるるのですから，結論の方はチャンと出來上ってみて

それに材料をもつて來やうとするわけで全く笑止千萬な事です．

　夢見度いな事ばかり申上げて甚だ失回申げました．

　　　八月十六日　　　　　　　　　坂元鉄馬

　　　　　　　　　　　　　米國の黄道光課長より

去る石山の黄道光會議からグランビル老に途つたLよせがき「の禮状です．

　　　　　　　　　　　　　　　　New　“・larket．’　Md．，　U．S．A．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Atigus　5th．，　lg32・

MLy　dear　Professor　Yamamoto，

　　　　　Seldom　have　1　been　so　pleasantly　surprised　as　1　was

　today　to　receive　the　very　kind　and　thbughtful　greetings　from

．your　Zodiacal　I一igh亡National　Conference．　You　have　every

　reason　to　be　1．L’roud　of　your　colleagues．　1　am　glad　to　feet

　justified　in　saying　that　no　Zodiacal　Light　Section．　is　doing

　better　worth　toclay　than　yours．　The　New　Zealand　Section　is

　a　good　second，　in　my　jud．crement．　To　yourself　and　every

　member　of　the　Zodi．tcal　Light　Section　may　1　say　most　cordi－

　ally　“　Banzai　！　Banzai　！！　”

　　　　　　　　　　　　Believe　me，

　　　　　　　　　　　　　　　Faithfully　yours，

　　　　　　　　　　　　　　　　　（Si・gned）　W．　E．　Glanville．
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幹事代理（纏井）太陽課観測報告
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太陽黒馳観測者の地理的分布

　　　　　　　　（外に塁濁にMt氏あり）



406 東亜天文協二三測部月報

彗星

審織凱
慈隠事蜜窯騰

鋳1懸齢

1932年8刀26日花山天上塁で宮井氏

がクク機により撮影した彗星1932k

だ　よ　り

　七月から花山では中村要氏が病氣のた

め郷里へ蹄られたので，彗星槻測は暫く

とぎれたが，八月末から稻葉山本宮井高

城諸氏がククやザ1トリゥス，ブラシや

等の器械を以って1932k彗星の槻測に當

り，可なりの域績を下げて，病める中村

氏を安堵せしめた．

L，

　八月30日に待望されてるたフアユ彗星

が掲國で再獲見された．光度は12級．位

置は：B．A．　A．　HandbOok　lこあるクロン
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去8月13日早曉木二成麿氏のペル口座流星群観測圖
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大流星の観測　（B・1ght　M・t・・rs・b・er・ed）
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倉敷天文憂第三回講習會報告

　　　　水　野　千　里

　一昨年から倉敷で毎年天女講習會を催す

ことになって，本年は八月十日から十二日

迄三日間，大原農業研究所講堂で開いた．

申込者五十一名，來會者は其の中四十名で

あった．

　八肩十日午前八時から受附開始，午前九

時水野主事開會の群を述べ，それから！li本

博士は．天腱襯測法「の題下に講演せらPt，

観測の目的を天膣の位置の言ひ衷はし方と

諸問題，天膿の物理と其の諸問題の爾方面

から読き，進んで時刻の襯測に就いて詳細

に述べられ，午後一時から水野主事L星座

の歌と詩「と題し一一一揚の講演を試み，午後

三時から茶話會が開かれ，自己紹介に始ま

り，各自氣矯をあげ，午後五時に終り，午

後七時から月，土星等を四望した．

　八月十一日午前九時から，正午迄山本博

士は前日に引績き，経度の襯測及び計算法，

緯度の門門に就いて細論され，午後一時か

ら水野主事は星座の歌と詩の講演をなし，

午後二時過ぎから會員の多くは新漢園内の

美術館を参観された．午後五時から二三會

館で講師慰勢會が催され，午後七時から天

工襯望の筈であったが，馳 ﾜ天の下め其の目

的を達することを得なかった・

　八月十二日午前九時開講，山本博士は，

赤這儀による槻測，天髄爲眞の撮影法，光

度の1親測，スペクトルの襯測，遊‘星面の観

察，流星の襯測，黄道光の観測法を述べら

れ，中休みに會’員一同記念撮影をした．

　午後零時二十五分から，講習誼書授與式

が墾行され，水野主事報告をした．本年の

’會員は中国，四囲地方のみならず，蓮く墓

潜，静岡縣からも出席者があって，一地方

のものでなく全國的になって來たと．次に

原名讐會長が修了者四十名に謹書を授與さ

れ，會員総代廣津藤三口これを受け，次）・

で名饗塁長の式謙，廣津氏の謝僻，山本博

士の挨拶があって，最後に水野圭幽閉會の

僻を述べ，三日間の講習會は有盆に幕を下

した．


